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■６月定例会（議案審議）
■議会選出一部事務組合議会議員派遣報告
■第２回臨時会
■ここが聞きたい一般質問：４人
■議員全員協議会

「朝日を浴び咲く花」
～ いちょう公園に咲く睡蓮 ～

（写真提供：議会広報編集調査特別委員）

 
 

   

 

第2回　議員全員協議会
５月17日(火)に開催され、３件について協議しました。

今回は『下水道使用料の料金改定方針』をピックアップして掲載します。

　
梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
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さ
て
、
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
「
町
民
（
定
期
）
バ

ス
」
に
変
わ
り
、
町
内
限
定

で
す
が
、
自
宅
か
ら
目
的
地

ま
で
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
愛
称

『
お
い
ら
バ
ス
』
が
４
月
か

ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
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高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な

方
等
、
ま
た
、
悪
天
候
時
に

バ
ス
停
で
待
つ
こ
と
が
な
く

な
り
大
変
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
近
所
さ
ん

な
ど
と
一
緒
に
お
出
か
け
す

れ
ば
２
０
０
円
お
得
に
な
り

ま
す
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こ
れ
で
免
許
証
を
返
納
す

る
時
が
来
て
も
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
安
心
し
て
、
お
い

ら
せ
町
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
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こ
れ
か
ら
も
『
住
ん
で
良

か
っ
た
お
い
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せ
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を
実

現
す
べ
く
町
民
・
行
政
・
議

会
が
協
働
し
豊
か
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
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広
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員　
木
村　
忠
一

第３回定例会のお知らせ
令和４年９月１日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

編
集
後
記

　　６日間の会期中に３日間の休会を含むのは、
どうしてですか。

　　会期中に本会議の活動を休止して、
　　議案を熟考するための期間や各常任委員会
　　に付託された審査の期間を設けています。

Ｑ１　なぜ改定するの？
・下水道会計の公営企業として継続的に経営を行っていくため、法適用

の公営企業会計に移行することが求められたためです。
Ｑ２　現在の状況は？
・平成４年から下水道サービスを提供してきましたが、これまで一度も

料金改定を行ってきませんでした。下水道汚水処理の費用は下水道使
用料で全額負担する「受益者負担」が原則となっていますが、不足分
は一般会計で補われています。

Ｑ３　このままだと、どうなるの？
・不足分を一般会計で補うと、他の行政サービスに影響が出てきます。

また、下水道施設の老朽化が進んでおり、安定したサービスの提供が
できなくなる恐れがあります。

Ｑ４　いくら一般会計から繰り入れしているの？
・令和２年度決算で、約７億２千万円弱を下水道サービスに使っていま

す。これは、町財政規模の10.7％です。県内の負担状況は平均4.6％
となっており、町では県内平均の２倍以上を負担しています。

Ｑ５　どのくらい、値上げになるの？
　大体の目安ですが、下記のとおりとなっています。
 

　
Ｑ６　なんらかの助成はあるの？
①一般家庭：節水対策（案）
　節水型トイレの改修工事　最大で３万円まで助成。
　浴室のシャワーヘッド　　購入金額の1/2を助成（上限３千円）。
②事業者：使用料減額措置（案）
　月の使用量に応じ、段階的に減額率を設定。

※参考資料《料金表》
　汚水量に応じて、使用料を細分化
しました。

＝傍聴者の“ギモン”＝

・発行　おいらせ町議会　・編集　議会広報編集調査特別委員会　〒039-2192 青森県上北郡おいらせ町中下田135-2

　TEL 0178-56-2111 　FAX 0178-56-4364　おいらせ町ホームページ　https://www.town.oirase.aomori.jp/

　QRコード読み取り機能付きの携帯電話等で読み込むと、議会ホームページに接続できます。→

こころ

水を大切に
SDGs

答

問

増額分 750円 1,150円 1,650円

改定後の
１か月 1,950円 3,550円 5,250円

現在の
１か月 1,200円 2,400円 3,600円

下水道
使用料 2人10m3 3人20m3

一　般　家　庭
6人30m3

円
1,200

151m3以上
150m3まで
50m3まで
30m3まで

180円
160円
140円
120円

現　　　行
基本料金(1か月) 従量料金

使用料 汚水量 使用料
(1m3 当たり）

まで
10m3

汚水量

円
1,200

40m3まで
30m3まで
20m3まで
10m3まで

180円
50m3まで 190円
80m3まで 200円
100m3まで 210円
150m3まで 220円
200m3まで 240円
201m3以上 270円

170円
160円
150円

使用料改定予定（R5.4.1 ～）
基本料金(1か月) 従量料金

使用料 汚水量 使用料
(1m3 当たり）

まで
5m3

汚水量



※千円の位を四捨五入しています。

議会 ICT 推進事業 公共施設整備基金
積立金 学校給食費補助金 要保護及び準要保護

児童生徒援助費
【コロナ対応事業】

タブレット端末を利用し新
型コロナウイルス感染防止
対策を講じた議会運営を実
施するための端末購入とシ
ステム使用料等
新設 補正額 1,185 万円

学校給食費無料化延長に伴
う事業財源振替のため減額

補正額      ▲1 億円
補正後  1,861 万円

学校給食費の無料化により
町外学校就学児童生徒への
補助

新設 補正額  257 万円

学校給食費の無料化により
援助費を減額

補正額 ▲986 万円
補正後 1,088 万円

ワクチン接種委託料 小児用新型コロナ
ワクチン接種協力金

低所得の子育て世帯
生活支援特別給付金

町営霊園トイレ外壁等
塗装工事費

個別 18,000 人、
４回目接種分

集団 接種体制の委託料
補正額 6,028 万円
補正後 1 億 630 万円

【コロナ対応事業】
町内医療機関への協力金

新設 補正額 200 万円

「低所得のふたり親」子育
て世帯の１８歳未満の子ど
も一人当たり５万円を給付
※ひとり親世帯は県が給付
新設 補正額 1,010 万円

経年劣化による霊園トイレ
の屋根と外壁の塗装工事費

新設 補正額  299 万円

小・中学校
ＩＣＴ環境整備事業

小・中学校新型コロナ
ウイルス感染防止対策

小・中学校修学旅行
キャンセル料等補助金

下田公園ランニング
コース整備工事費

【コロナ対応事業】
児童・生徒がタブレット端末
を安全に自宅へ持ち帰るた
めのカバーケース等購入費

補正額 696 万円
補正後 709 万円

感染防止対策のための消耗
品費及び庁用器具費

（国補助：1/2）
新設 補正額 855 万円

【コロナ対応事業】
新型コロナウイルスの影響
により中止となった場合の
キャンセル料
新設 補正額 1,055 万円

【コロナ対応事業】
感染リスクが低い屋外の
スポーツ環境整備工事費
新設 補正額 1,195 万円

令和４年度

６月の主な一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に6,627万円を増額し、 予算の総額を108億1,227万円としました。

　議案第４８号から
議案第５０号まで、
町から提出された人
事案について、全て

「同意」しました。

【今回の農業委員は、３月定例会時の農業委員と何が違うの？】
　農業委員の構成により「農業に関し利害関係を有しない委員」を
任命しなければならないこととなっています。

農業委員

任期：令和４年６月７日から
　　　令和７年３月末まで

袴 田 光 雄 氏（間木）

【委員補充員４名】
　第１順位　柏崎 尚生 氏（木内々）　　第２順位　折笠 行男 氏（若葉）

　第３順位　谷川 悟司 氏（二川目）　　第４順位　西舘 輝一 氏（深沢）
　※委員に欠員があるときは、補充員名簿の順に委員の職務を行います。

松 林 正 幸 氏
（木ノ下）

　令和４年第２回定例会は、６月２日から７
日までの６日間の会期で開かれました。
　町教育委員会教育長の任命同意、町監査委
員の選任同意、町農業委員会委員の任命同意
のほか条例制定など、令和４年度一般会計補
正予算及び特別会計補正予算を審議しまし
た。報告１件、議案８件が上程され、いずれ
も原案のとおり可決しました。

６月

定例会

▼ 

６
月
定
例
会
　
議
案
審
議

▼ 

６
月
定
例
会
　
補
正
予
算
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はかまだ み つ お

まつばやし まさゆき

かしわざき な お き

たにかわ さ と し

おりかさ ゆ き お

にしだて てるかず

岩 崎 良 一 氏
（三田）

いわさき りょういち

若松 ひふ美 氏
（上新町）

わかまつ み

田 中 直 喜 氏
（本村）

た な か な お き

監査委員

任期：令和４年６月13日
　　　から４年間

柏 崎 堅 一 氏（木内々）
かしわざき けんいち

教 育 長

任期：令和４年６月23日
　　　から３年間

松 林 義 一 氏（豊原）
まつばやし よしかず

▲総務文教常任委員長報告
をする澤上訓議員

人事案件

　任期満了に伴い、
選挙管理委員会委員
及び同補充員の選挙
が行われ、次の方が
当選しました。
　任期は令和４年６
月１２日から４年間
となります。

選挙管理委員
の選挙

総務文教常任委員会
澤上 訓 委員長報告
 
陳情第３号「女性ト
イレの維持及びその
安全安心の確保」を
求める意見書につい
て、委員会付託され、
審査した結果、労働
安全衛生規則改正後
も「男女を区別する
こと」と明記されて
いるため、「不採択」
としました。

さとしさわかみ

会　　計
公共下水道事業(第１号)
病院事業会計(第１号)収益収支

補正総額
1,379万円

319万円

補正後予算総額
10億5,893万円
10億 182万円

歳出の主な内容
汚水桝設置工事箇所の増加
消費税及び地方消費税支出の増額

特別会計／公営企業会計　補正予算

報告第　４号
議案第４８号
議案第４９号
議案第５０号
議案第５１号
議案第５２号
議案第５３号
議案第５４号
議案第５５号

令和３年度おいらせ町一般会計繰越明許費繰越計算書について
おいらせ町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
おいらせ町監査委員の選任につき同意を求めることについて
おいらせ町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
押印及び署名の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
農業集落排水処理施設機能強化対策工事請負契約の締結について
令和４年度おいらせ町一般会計補正予算（第１号）について
令和４年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
令和４年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第１号）について

▼議案審議一覧　６月７日（火）全て原案可決
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松 林 義 一 氏（豊原）
まつばやし よしかず

▲総務文教常任委員長報告
をする澤上訓議員

人事案件

　任期満了に伴い、
選挙管理委員会委員
及び同補充員の選挙
が行われ、次の方が
当選しました。
　任期は令和４年６
月１２日から４年間
となります。

選挙管理委員
の選挙

総務文教常任委員会
澤上 訓 委員長報告
 
陳情第３号「女性ト
イレの維持及びその
安全安心の確保」を
求める意見書につい
て、委員会付託され、
審査した結果、労働
安全衛生規則改正後
も「男女を区別する
こと」と明記されて
いるため、「不採択」
としました。

さとしさわかみ

会　　計
公共下水道事業(第１号)
病院事業会計(第１号)収益収支

補正総額
1,379万円

319万円

補正後予算総額
10億5,893万円
10億 182万円

歳出の主な内容
汚水桝設置工事箇所の増加
消費税及び地方消費税支出の増額

特別会計／公営企業会計　補正予算

報告第　４号
議案第４８号
議案第４９号
議案第５０号
議案第５１号
議案第５２号
議案第５３号
議案第５４号
議案第５５号

令和３年度おいらせ町一般会計繰越明許費繰越計算書について
おいらせ町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
おいらせ町監査委員の選任につき同意を求めることについて
おいらせ町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
押印及び署名の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
農業集落排水処理施設機能強化対策工事請負契約の締結について
令和４年度おいらせ町一般会計補正予算（第１号）について
令和４年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
令和４年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第１号）について

▼議案審議一覧　６月７日（火）全て原案可決
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　６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派遣されている３名の
議員より事業報告があり、その概要をお知らせいたします。

【一部事務組合派遣報告】
　市町村がそれぞれの行政区域を越えて共同で事務事業を行うことで、様々な行政サービス
を効率的・効果的に行う目的で設置された。
　組合に派遣した当町議員が、事業を報告し活動内容を共有するもの。

上北地方教育・福祉事務組合
知的障害者施設等の管理及び運営に
関する業務を行っている事務組合

派遣議員

  吉村　敏文

会計報告【令和４年度当初予算】
歳入歳出7億1,833万円

（うち、町分担金2,844万円）
業務報告【令和４年度事業】

会計報告
【令和４年度当初予算】
歳入歳出 73億1,300万円

（前年比0.04％増）
町分担・負担金

3億5,733万円

業務報告　【令和３年度報告】
○資材搬入遅れにより、おいら

せ消防署の訓練塔改修事業費
2,800万円を令和４年度へ
繰越。

○災害等において、し尿等の受
け入れ及び処理と、必要な資
機材の提供及びあっせんの相
互協力に関する協定の更新締
結。相手方は、三戸地区環境
整備事務組合、三沢地区衛生
センター、十和田地域広域事
務組合。

業務報告【令和４年度新規事業】
○国が示す公会計マニュアルに沿って事務組合職員が財務書

類を作成するため、税理士法人と業務支援を契約。
○民間の最終処分場で焼却灰の一部埋立処分を行う業務。
○車両及び重機の新規更新事業。
○十和田下水道一次処理センター機能及び性能維持のための

定期点検整備事業。
会計報告【令和４年度当初予算】

チェック !!

議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告

よしむら としぶみ

十和田地域広域事務組合
『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を
行っている一部事務組合

派遣議員

  澤上　 訓
さわかみ さとし

八戸地域広域市町村圏事務組合
『消防』、『介護福祉』等に関する業務を
行っている一部事務組合

派遣議員

  柏﨑　利信
かしわざき としのぶ

　令和４年度へ７事業を繰越する詳細な理由は。
（西館芳信 議員）

答　繰越明許費２億８，５６８万円の詳細な理由は、
①電算室エアコン取替事業（２８１万円）：発注段階

での機器納品遅れの見込み。
②住民基本台帳システム等改修事業（３５３万円）：

国庫補助事業の都合による。
③住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業
　（１億４，８４２万円）：コロナ対策で令和４年度に

施行期間が延長する見込み。
④子育て世帯等臨時特別支援事業（４１５万円）：コ

ロナ対策で令和４年度に施行期間が延長する
見込み。

⑤町道住吉町線整備事業
　（１億２，３７８万円）：令和３年度中

の工事が未完のため。
⑥私道整備補助事業（３００万円）：令

和３年度中の工事が未完のため。
⑦津波監視カメラ修繕事業（繰越な
し）：令和３年度中の納品遅れの
見込みから繰越明許費を設定し
ていたが、年度中に完了したため
翌年度繰越額を削除した。

　住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業対象
者への給付状況は。　（西館芳信 議員）
　非課税世帯数を2,180世帯と見
込み、令和３年度は1,758世帯、１
億7,580万円の支給を完了。令和４
年５月末現在、331世帯の3,310万
円支給し、７月までには事業終了の
見込み。
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令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書
【報告第４号】

　指名競争入札１０者のうち、５者が辞退している
理由は。　（川口弘治 議員）

答　4者は手持工事等で専任技術者の
配置が困難で、残り1者は社内事情
によるもの。

　農排水処理施設機能強化対策工事請負契約締結
【議案第52号】

　一般会計補正予算（第１号）
【議案第53号】

　小・中学校のタブレット端末ケースを配布する
理由は。また、自宅へ持帰るのはいつからか。

（平野敏彦 議員）
答　学校からの要望により、利用時や

持ち帰り時に破損の恐れがあるた
め、タブレットケースを購入。今後、
各学校のＩＣＴ推進員研修を予定し
ており、月日は示せないが、出来る
ところから進めていきたい。

　新型コロナウイルスの３回目ワクチン接種後に
後遺症があった場合、町や県等のフォロー体制はど
うなっているのか。　（澤上訓 議員）

答　国には予防接種後の健康被害救済制度があり、
　後遺症があった場合、本人又は保護者から町を経

由して厚生労働省に申請。厚
生労働省では、受領後、審査会
を開催。審査結果は県を通じ
て町に伝えられる。まずは、町
へ相談を。

　４回目のコロナワクチン接種の具体的なスケジュ
ールは。　（松林義光 議員）

答　接種案内は6月中旬以降に手紙
を発送する予定。接種対象者は各
自で医療機関へ予約をしていただ
く。また、高齢者施設の入居者は
7月接種を予定している。

主 質 議な

大災害発生

議　員
（地域で活動、協力、支援）

議　会
（議会事務局）

町災害対策本部
（局長出席）

情報提供（局長）

情報提供・要請等

連絡体制の確立

×
直
接
要
望

町
の
災
害
対
応
が

円
滑
に
で
き
る
よ

う
側
面
か
ら
支
え

る
②
情
報
収
集

①
安
否
報
告

③
情
報
提
供

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

110 万円
983 万円

▲ 180 万円
▲ 375 万円

655 万円
19,642 万円
1,080 万円

963 万円

7,544 万円
107,657 万円

5,739 万円
5,660 万円

一般
清掃
衛生
火葬

当町負担金
前年度比当町負担金総予算額会計

ぎんなん寮直売所ハンズ 令和４年５月６日
もみのき学園（短期入所業務、
日中一時支援事業） 令和４年６月１日

青年の家 令和４年４月１日
上北視聴覚ライブラリー
※なお、教材・機材貸出業務は

青年の家に移管して行う。
令和４年３月３１日

フレンドリーホーム
公立もくもっく

民間移譲に向け、当組合
理事会及び定例会を予定。

再  
開

廃 

止



▼ 

定
例
会
　議
案
審
議

▼ 

定
例
会
　派
遣
報
告

　 5　○おいらせ町議会だより 2022.7.26 発行／懸かけはし橋○ ○おいらせ町議会だより 2022.7.26 発行／懸かけはし橋○　 4　

　６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派遣されている３名の
議員より事業報告があり、その概要をお知らせいたします。

【一部事務組合派遣報告】
　市町村がそれぞれの行政区域を越えて共同で事務事業を行うことで、様々な行政サービス
を効率的・効果的に行う目的で設置された。
　組合に派遣した当町議員が、事業を報告し活動内容を共有するもの。

上北地方教育・福祉事務組合
知的障害者施設等の管理及び運営に
関する業務を行っている事務組合

派遣議員

  吉村　敏文

会計報告【令和４年度当初予算】
歳入歳出7億1,833万円

（うち、町分担金2,844万円）
業務報告【令和４年度事業】

会計報告
【令和４年度当初予算】
歳入歳出 73億1,300万円

（前年比0.04％増）
町分担・負担金

3億5,733万円

業務報告　【令和３年度報告】
○資材搬入遅れにより、おいら

せ消防署の訓練塔改修事業費
2,800万円を令和４年度へ
繰越。

○災害等において、し尿等の受
け入れ及び処理と、必要な資
機材の提供及びあっせんの相
互協力に関する協定の更新締
結。相手方は、三戸地区環境
整備事務組合、三沢地区衛生
センター、十和田地域広域事
務組合。

業務報告【令和４年度新規事業】
○国が示す公会計マニュアルに沿って事務組合職員が財務書

類を作成するため、税理士法人と業務支援を契約。
○民間の最終処分場で焼却灰の一部埋立処分を行う業務。
○車両及び重機の新規更新事業。
○十和田下水道一次処理センター機能及び性能維持のための

定期点検整備事業。
会計報告【令和４年度当初予算】

チェック !!

議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告

よしむら としぶみ

十和田地域広域事務組合
『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を
行っている一部事務組合

派遣議員

  澤上　 訓
さわかみ さとし

八戸地域広域市町村圏事務組合
『消防』、『介護福祉』等に関する業務を
行っている一部事務組合

派遣議員

  柏﨑　利信
かしわざき としのぶ

　令和４年度へ７事業を繰越する詳細な理由は。
（西館芳信 議員）

答　繰越明許費２億８，５６８万円の詳細な理由は、
①電算室エアコン取替事業（２８１万円）：発注段階

での機器納品遅れの見込み。
②住民基本台帳システム等改修事業（３５３万円）：

国庫補助事業の都合による。
③住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業
　（１億４，８４２万円）：コロナ対策で令和４年度に

施行期間が延長する見込み。
④子育て世帯等臨時特別支援事業（４１５万円）：コ

ロナ対策で令和４年度に施行期間が延長する
見込み。

⑤町道住吉町線整備事業
　（１億２，３７８万円）：令和３年度中

の工事が未完のため。
⑥私道整備補助事業（３００万円）：令

和３年度中の工事が未完のため。
⑦津波監視カメラ修繕事業（繰越な
し）：令和３年度中の納品遅れの
見込みから繰越明許費を設定し
ていたが、年度中に完了したため
翌年度繰越額を削除した。

　住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業対象
者への給付状況は。　（西館芳信 議員）
　非課税世帯数を2,180世帯と見
込み、令和３年度は1,758世帯、１
億7,580万円の支給を完了。令和４
年５月末現在、331世帯の3,310万
円支給し、７月までには事業終了の
見込み。
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令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書
【報告第４号】

　指名競争入札１０者のうち、５者が辞退している
理由は。　（川口弘治 議員）

答　4者は手持工事等で専任技術者の
配置が困難で、残り1者は社内事情
によるもの。

　農排水処理施設機能強化対策工事請負契約締結
【議案第52号】

　一般会計補正予算（第１号）
【議案第53号】

　小・中学校のタブレット端末ケースを配布する
理由は。また、自宅へ持帰るのはいつからか。

（平野敏彦 議員）
答　学校からの要望により、利用時や

持ち帰り時に破損の恐れがあるた
め、タブレットケースを購入。今後、
各学校のＩＣＴ推進員研修を予定し
ており、月日は示せないが、出来る
ところから進めていきたい。

　新型コロナウイルスの３回目ワクチン接種後に
後遺症があった場合、町や県等のフォロー体制はど
うなっているのか。　（澤上訓 議員）
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町災害対策本部
（局長出席）

情報提供（局長）

情報提供・要請等

連絡体制の確立

×
直
接
要
望

町
の
災
害
対
応
が

円
滑
に
で
き
る
よ

う
側
面
か
ら
支
え

る
②
情
報
収
集

①
安
否
報
告

③
情
報
提
供

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
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19,642 万円
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衛生
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上北視聴覚ライブラリー
※なお、教材・機材貸出業務は

青年の家に移管して行う。
令和４年３月３１日

フレンドリーホーム
公立もくもっく

民間移譲に向け、当組合
理事会及び定例会を予定。

再  

開

廃 

止
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月 補３ 正 予 算

※千円の位を四捨五入しています。

第２回

臨時会
　
令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
27
日
の
１
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
承
認
６

件
、
副
町
長
の
選
任
同
意
、
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
の
ほ
か
条
例
の
一
部
改
正
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
報
告
３
件
、
専
決
処
分
の
承
認
６
件
、
議
案
３
件
の

全
12
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であ
れば、質問の回数に制限はありません。

　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導によ
る政策論議です。

　年 4 回の定例会で行われます。
　議員が、町の一般事務について、執行機関に対しそ

の執行の状況及び将来の方針等について所信をただ
し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政
策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

よりよいまちづくりのために

ここが聞きたい

一般質問

▼ 

一
般
質
問

承認しました

　議案第45号、議案第46号は、町から提出された
人権案について、全会一致で「同意」しました。

教育委員会委員

任期：令和４年５月１日から４年間
三 村 伸 子 氏（五丁目）
み む ら の ぶ こ

副 町 長

任期：令和４年５月１日から４年間
小 向 仁 生 氏（肴町）
こむかい ひ と き

人 事 案 件
【議案第４７号】
反対討論 西館芳信 議員
前回否決された議案。判決
の効力は既判力として同じ
ことを蒸し返さない。保護
された人の法益を守ること
は行政であっても同じ。
賛成討論 楢山忠 議員
地方公務員法に基づきやっ
ていくべき。
投票結果　有効投票１５票

賛成１２票、反対３票
により可決

討 論

▼議案審議一覧　4月27日（水）全て原案可決
報告第　１号

報告第　２号

報告第　３号

承認第　２号

承認第　３号

承認第　４号

承認第　５号

承認第　６号

承認第　７号

議案第４５号
議案第４６号

議案第４７号

専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額の
決定について）
専決処分の報告について（自動車破損に係る損害賠償の額の
決定について）
専決処分の報告について（自動車破損に係る損害賠償の額の
決定について）
専決処分の承認を求めることについて（おいらせ町町税条例
等の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（おいらせ町国民健康
保険税条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（おいらせ町地方活力
向上地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（おいらせ町介護保険
条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度おいらせ
町一般会計補正予算（第１１号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度おいらせ
町一般会計補正予算（第１２号）について）
おいらせ町副町長の選任につき同意を求めることについて
おいらせ町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて
おいらせ町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について

地方交付税（特別交付税） 1億 3,966 万円 財政調整基金積立金 2億 7,283 万円
令和 3 年度　一　般　会計　（第 12 号）　令和 4 年 3 月 31 日専決

歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額
臨時道路除雪事業費補助金 2,500 万円 財政調整基金積立金 2,006 万円

令和 3 年度　一　般　会計　（第 11 号）　令和 4 年 3 月 18 日専決

ページ

8

議員（質問順）

平　野　敏　彦　議員
ひ　ら　の と し ひ こ

主な質問項目

・新型コロナウイルス感染症対策は
・水産業振興策は
・町職員名簿の顔写真を掲載しない理由は

9 日野口　和　子　議員
ひ の ぐ ち か　ず　こ ・男性の育児休業状況は

・コロナ感染症対策は

10 馬　場　正　治　議員
ば　　　ば ま さ は る ・児童・生徒の交通事故防止策は

・新型コロナワクチン接種について問う

11 楢　山　　　忠　議員
な ら や ま ただし ・デマンドバス「おいらバス」の運行状況は

・財政調整基金の活用は
・まん延防止期間の町独自の公共施設利用は
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　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。
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▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

日野口　和　子 議員
ひ ぐち かず こ

　男性が育児休業を取得しやすい
職場環境づくりを　

▲百石港沖
　ほっき貝漁の様子

平　野　敏　彦 議員
ひら の とし ひこ

　苦 悩 する 漁 業 者 へ
早 急 な 町 支 援 を!!

広
報
に
全
職
員
の
顔
写
真
を

掲
載
し
な
い
理
由
は

問
　
小
型
定
置
網
漁
業
も
ほ
っ

き
漁
と
同
様
に
減
少
し
て
い
る

（
左
表
参
照
）。

　
ほ
っ
き
貝
と
小
型
定
置
網
の

漁
業
者
で
は
支
援
の
対
象
者
が

違
う
た
め
、小
型
定
置
網
漁
業
者

に
対
し
て
も
早
急
に
町
の
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
支
援
策
は
。

　
　
サ
ケ
の
水
揚
高
は
、
平
成
29

年
度
に
対
し
、
令
和
３
年
度
は

26
％
ま
で
下
落
。
こ
れ
ま
で
漁
協

で
は
、
サ
ケ
の
回
帰
率
を
高
め
る

た
め
、
海
産
親
魚
を
無
償
で
７
年

間
提
供
し
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
自
助
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
で
、
資
源
回
復
を
待
つ
し
か

な
い
。
今
後
、
つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
新
し
い
形
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

水
産
業
振
興
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

問
　
町
男
性
職
員
の
積
極
的
な

育
児
休
暇
取
得
情
報
を
周
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
企
業
に

対
し
て
も
一
定
程
度
の
波
及
効

果
が
望
め
る
も
の
と
思
う
。

　
更
に
職
場
全
体
で
制
度
を
理

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
と

育
児
の
両
立
が
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。

　
ひ
と
つ
一
つ
の
家
庭
の
幸
福

度
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

全
体
の
幸
福
度
に
表
れ
、
結
果

と
し
て
そ
れ
が
町
民
へ
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
が
。

問
　
男
性
が
取
得
し
や
す
い
環

境
整
備
と
し
て
、
研
修
の
実
施

や
相
談
体
制
、
取
得
事
例
の
情

報
提
供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
さ

せ
る
た
め
に
役
場
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
や
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
近
年
、
仕
事
と
両
立

が
難
し
い
と
の
理
由
で
離
職
し

た
職
員
は
い
る
か
。

男
性
の
育
児
休
業
状
況
は

　
　
以
前
は
、
全
職
員
の
顔
写
真

を
掲
載
し
て
い
た
が
、
職
員
個
人

を
特
定
し
、
い
た
ず
ら
や
問
い
合

わ
せ
、
さ
ら
に
は
女
性
職
員
を
対

象
と
し
た
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
が
発

生
し
た
。
職
員
の
安
全
確
保
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
取
り
扱
い
を
見
直
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
本
年
４
月
開
催
の
町
内
会
長
連

絡
会
議
に
お
い
て
も
、
同
様
の
ご

意
見
等
が
あ
っ
た
が
、
先
程
の
理

由
に
よ
り
、
今
後
も
現
在
の
取
り

扱
い
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

問
　
５
月
末
現
在
、
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
接
種
状
況
は
。

　
ま
た
、国
の
方
針
で
あ
る「
強

制
で
は
な
い
」
に
対
す
る
町
の

対
応
は
。

問
　
広
報
お
い
ら
せ
５
月
号
に
、

令
和
４
年
度
職
員
名
簿
が
掲
載

さ
れ
た
が
、な
ぜ
全
職
員
の
顔

写
真
が
掲
載
さ
れ
な
い
の
か
。

　
ま
た
、昨
今
、自
治
体
職
員
を

語
る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
お

り
、多
く
の
町
民
か
ら
信
頼
を

築
く
意
味
で
も
全
職
員
の
顔
写

真
を
掲
載
す
る
声
が
あ
る
が
、

見
直
し
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
小
児
対
象
者
約
１
７
５
０
人

に
対
し
、
１
回
目
の
接
種
完
了
者

は
５
０
３
人
、接
種
率
28
・
８
％
。

２
回
目
の
接
種
完
了
者
は
２
７
７

人
、
接
種
率
は
15
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
は
国
の
方
針
に
対
し
、
対
象

児
童
の
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
２
９
１
人
の
児
童

の
保
護
者
か
ら
「
早
期
に
接
種
を

希
望
す
る
」
と
の
回
答
を
得
た
。

　
そ
れ
を
受
け
、
町
は
三
沢
市
と

協
議
・
連
携
し
、
住
所
地
に
関
係

な
く
、
小
児
接
種
が
可
能
な
町
内

及
び
三
沢
市
内
の
医
療
機
関
で
接

種
で
き
る
よ
う
個
別
接
種
と
集
団

接
種
の
体
制
を
整
え
た
。

　
な
お
、
八
戸

市
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
の

各
医
療
機
関
で
、

受
け
入
れ
可
能

で
あ
れ
ば
接
種

で
き
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
ほ
っ
き
貝

の
水
揚
げ
は
、平
成
30
年
度
と

比
較
し
て
減
少
額
２
４
４
９
万

７
千
円
、率
に
し
て
29・７
％
も

減
少
し
て
い
る（
下
表
参
照
）。

そ
の
た
め
、漁
業
者
の
中
に
は

今
後
の
操
業
に
不
安
を
感
じ
、

日
々
苦
悩
が
続
い
て
い
る
状
態

だ
が
、町
の
支
援
対
策
は
。

　
　
ほ
っ
き
貝
水
揚
高
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
飲
食
店
等
の
営
業
自
粛
状

況
や
、
令
和
３
年
度
に
外
国
船
籍

の
座
礁
事
故
に
よ
る
重
油
流
出
と

も
重
な
り
、
操
業
規
制
を
強
い
ら

れ
、
漁
業
経
営
に
影
響
を
与
え
た

と
認
識
し
て
い
る
。

　
ほ
っ
き
貝
は
、
毎
年
、
資
源
調

査
を
行
い
資
源
管
理
に
努
め
て
い

る
が
、
価
格
変
動
が
大
き
く
、
操

業
日
数
や
規
制
に
よ
り
、
水
揚
高

が
減
少
し
た
も
の
と
推
測
。 

　
今
後
も
社
会
情
勢
に
注
視
し
、

漁
業
者
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
三
戸
管
内
保
健
所
で
も
感

染
者
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い

る
。
万
が
一
、
町
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、
お
い

ら
せ
病
院
は
対
応
で
き
る
の

か
。
医
師
や
看
護
師
、
病
床
の

確
保
な
ど
、
町
民
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
な

の
か
。

問
　
本
人
又
は
配
偶
者
の
妊

娠
・
出
産
を
申
し
出
た
町
職
員

に
対
し
、
周
知
及
び
休
業
の
取

得
意
向
を
確
認
し
た
件
数
は
。

　
ま
た
、
そ
の
う
ち
男
性
職
員

の
件
数
は
。

　
　
も
し
、
町
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
場
合
、
三
戸
地
方
保

健
所
が
そ
の
対
応
を
し
、
保
健
所

か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、
検
査
や
診

察
を
行
う
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

陽
性
患
者
の
入
院
は
、
院
内
に
感

染
病
床
が
備
わ
っ
て
い
な
い
た
め

受
入
れ
で
き
な
い
。

　
当
院
は
、
濃
厚
接
触
者
の
検
体

採
取
や
発
熱
外
来
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
育
児
休
業
の
取
得
可
能
と
な

る
職
員
に
対
し
、
個
別
に
制
度
概

要
を
説
明
し
、
意
向
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
取
得
可

能
と
な
っ
た
職
員
が
12
名
。
全
員

に
個
別
説
明
し
、
う
ち
取
得
し
た

職
員
は
４
名
。

　
ま
た
、
男
性
職
員
の
取
得
可
能

者
は
12
名
中
８
名
で
、
育
児
休
業

取
得
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
　
役
場
で
の
取
り
組
み
や
対
策

は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
及
び
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ

き
、
出
産
、
育
児
、
介
護
の
両
立

や
仕
事
と
生
活
の
調
和
、
い
わ
ゆ

る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の

実
現
と
女
性
職
員
の
活
躍
推
進
を

図
る
べ
く
特
定
事
業
主
行
動
計
画

を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
子
育
て
に
関
連

し
た
休
業
や
休
暇
制
度
の
周
知
や

取
得
を
促
し
、
職
場
環
境
や
職
員

の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
職
場
全

体
で
雰
囲
気
づ
く
り
を
醸
成
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
離
職
に
関
し
て
は
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
の
理

由
で
退
職
し
た
職
員
は
い
な
い
。

　
　
議
員
の
思
い
は
、
こ
の
度
の

育
児
介
護
休
業
法
改
正
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
出
産
育
児
等
に
よ

り
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
、
希
望

に
応
じ
て
男
女
と
も
に
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
る
社
会
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
も
の
。

　
町
は
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
、
施
策
に
取
り
組
み
、
実
施

状
況
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
・
周
知
し
て
い
る
。

　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
制
度
の

運
用
は
未
だ
低
水
準
で
あ
り
、
引

き
続
き
職
場
環
境
整
備
を
進
め
、

町
内
事
業
所
の
模
範
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

の

▲県から発熱外来の指定を受け
　ている『おいらせ病院』

答

答

答

答

問

問

問

問

答

答

答

答

問

問

問

問

合　計

その他

小型定置網

ほっき貝

年度
品名 Ｈ30 Ｒ3 減少率

297,570kg 220,113kg ▲ 26.0%
8,250万円 5,801万円 ▲ 29.7%

475,371kg 226,655kg ▲ 52.3%
26,836万円 8,657万円 ▲ 67.7%

20,935kg 30,877kg 47.5%
1,544万円 1,330万円 ▲ 13.8%

793,876kg 477,645kg ▲ 39.8%
36,630万円 15,788万円 ▲ 56.9%
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▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

日野口　和　子 議員
ひ ぐち かず こ

　男性が育児休業を取得しやすい
職場環境づくりを　

▲百石港沖
　ほっき貝漁の様子

平　野　敏　彦 議員
ひら の とし ひこ

　苦 悩 する 漁 業 者 へ
早 急 な 町 支 援 を!!

広
報
に
全
職
員
の
顔
写
真
を

掲
載
し
な
い
理
由
は

問
　
小
型
定
置
網
漁
業
も
ほ
っ

き
漁
と
同
様
に
減
少
し
て
い
る

（
左
表
参
照
）。

　
ほ
っ
き
貝
と
小
型
定
置
網
の

漁
業
者
で
は
支
援
の
対
象
者
が

違
う
た
め
、小
型
定
置
網
漁
業
者

に
対
し
て
も
早
急
に
町
の
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
支
援
策
は
。

　
　
サ
ケ
の
水
揚
高
は
、
平
成
29

年
度
に
対
し
、
令
和
３
年
度
は

26
％
ま
で
下
落
。
こ
れ
ま
で
漁
協

で
は
、
サ
ケ
の
回
帰
率
を
高
め
る

た
め
、
海
産
親
魚
を
無
償
で
７
年

間
提
供
し
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
自
助
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
で
、
資
源
回
復
を
待
つ
し
か

な
い
。
今
後
、
つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
新
し
い
形
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

水
産
業
振
興
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

問
　
町
男
性
職
員
の
積
極
的
な

育
児
休
暇
取
得
情
報
を
周
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
企
業
に

対
し
て
も
一
定
程
度
の
波
及
効

果
が
望
め
る
も
の
と
思
う
。

　
更
に
職
場
全
体
で
制
度
を
理

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
と

育
児
の
両
立
が
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。

　
ひ
と
つ
一
つ
の
家
庭
の
幸
福

度
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

全
体
の
幸
福
度
に
表
れ
、
結
果

と
し
て
そ
れ
が
町
民
へ
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
が
。

問
　
男
性
が
取
得
し
や
す
い
環

境
整
備
と
し
て
、
研
修
の
実
施

や
相
談
体
制
、
取
得
事
例
の
情

報
提
供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
さ

せ
る
た
め
に
役
場
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
や
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
近
年
、
仕
事
と
両
立

が
難
し
い
と
の
理
由
で
離
職
し

た
職
員
は
い
る
か
。

男
性
の
育
児
休
業
状
況
は

　
　
以
前
は
、
全
職
員
の
顔
写
真

を
掲
載
し
て
い
た
が
、
職
員
個
人

を
特
定
し
、
い
た
ず
ら
や
問
い
合

わ
せ
、
さ
ら
に
は
女
性
職
員
を
対

象
と
し
た
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
が
発

生
し
た
。
職
員
の
安
全
確
保
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
取
り
扱
い
を
見
直
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
本
年
４
月
開
催
の
町
内
会
長
連

絡
会
議
に
お
い
て
も
、
同
様
の
ご

意
見
等
が
あ
っ
た
が
、
先
程
の
理

由
に
よ
り
、
今
後
も
現
在
の
取
り

扱
い
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

問
　
５
月
末
現
在
、
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
接
種
状
況
は
。

　
ま
た
、国
の
方
針
で
あ
る「
強

制
で
は
な
い
」
に
対
す
る
町
の

対
応
は
。

問
　
広
報
お
い
ら
せ
５
月
号
に
、

令
和
４
年
度
職
員
名
簿
が
掲
載

さ
れ
た
が
、な
ぜ
全
職
員
の
顔

写
真
が
掲
載
さ
れ
な
い
の
か
。

　
ま
た
、昨
今
、自
治
体
職
員
を

語
る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
お

り
、多
く
の
町
民
か
ら
信
頼
を

築
く
意
味
で
も
全
職
員
の
顔
写

真
を
掲
載
す
る
声
が
あ
る
が
、

見
直
し
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
小
児
対
象
者
約
１
７
５
０
人

に
対
し
、
１
回
目
の
接
種
完
了
者

は
５
０
３
人
、接
種
率
28
・
８
％
。

２
回
目
の
接
種
完
了
者
は
２
７
７

人
、
接
種
率
は
15
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
は
国
の
方
針
に
対
し
、
対
象

児
童
の
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
２
９
１
人
の
児
童

の
保
護
者
か
ら
「
早
期
に
接
種
を

希
望
す
る
」
と
の
回
答
を
得
た
。

　
そ
れ
を
受
け
、
町
は
三
沢
市
と

協
議
・
連
携
し
、
住
所
地
に
関
係

な
く
、
小
児
接
種
が
可
能
な
町
内

及
び
三
沢
市
内
の
医
療
機
関
で
接

種
で
き
る
よ
う
個
別
接
種
と
集
団

接
種
の
体
制
を
整
え
た
。

　
な
お
、
八
戸

市
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
の

各
医
療
機
関
で
、

受
け
入
れ
可
能

で
あ
れ
ば
接
種

で
き
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
ほ
っ
き
貝

の
水
揚
げ
は
、平
成
30
年
度
と

比
較
し
て
減
少
額
２
４
４
９
万

７
千
円
、率
に
し
て
29・７
％
も

減
少
し
て
い
る（
下
表
参
照
）。

そ
の
た
め
、漁
業
者
の
中
に
は

今
後
の
操
業
に
不
安
を
感
じ
、

日
々
苦
悩
が
続
い
て
い
る
状
態

だ
が
、町
の
支
援
対
策
は
。

　
　
ほ
っ
き
貝
水
揚
高
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
飲
食
店
等
の
営
業
自
粛
状

況
や
、
令
和
３
年
度
に
外
国
船
籍

の
座
礁
事
故
に
よ
る
重
油
流
出
と

も
重
な
り
、
操
業
規
制
を
強
い
ら

れ
、
漁
業
経
営
に
影
響
を
与
え
た

と
認
識
し
て
い
る
。

　
ほ
っ
き
貝
は
、
毎
年
、
資
源
調

査
を
行
い
資
源
管
理
に
努
め
て
い

る
が
、
価
格
変
動
が
大
き
く
、
操

業
日
数
や
規
制
に
よ
り
、
水
揚
高

が
減
少
し
た
も
の
と
推
測
。 

　
今
後
も
社
会
情
勢
に
注
視
し
、

漁
業
者
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
三
戸
管
内
保
健
所
で
も
感

染
者
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い

る
。
万
が
一
、
町
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、
お
い

ら
せ
病
院
は
対
応
で
き
る
の

か
。
医
師
や
看
護
師
、
病
床
の

確
保
な
ど
、
町
民
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
な

の
か
。

問
　
本
人
又
は
配
偶
者
の
妊

娠
・
出
産
を
申
し
出
た
町
職
員

に
対
し
、
周
知
及
び
休
業
の
取

得
意
向
を
確
認
し
た
件
数
は
。

　
ま
た
、
そ
の
う
ち
男
性
職
員

の
件
数
は
。

　
　
も
し
、
町
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
場
合
、
三
戸
地
方
保

健
所
が
そ
の
対
応
を
し
、
保
健
所

か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、
検
査
や
診

察
を
行
う
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

陽
性
患
者
の
入
院
は
、
院
内
に
感

染
病
床
が
備
わ
っ
て
い
な
い
た
め

受
入
れ
で
き
な
い
。

　
当
院
は
、
濃
厚
接
触
者
の
検
体

採
取
や
発
熱
外
来
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
育
児
休
業
の
取
得
可
能
と
な

る
職
員
に
対
し
、
個
別
に
制
度
概

要
を
説
明
し
、
意
向
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
取
得
可

能
と
な
っ
た
職
員
が
12
名
。
全
員

に
個
別
説
明
し
、
う
ち
取
得
し
た

職
員
は
４
名
。

　
ま
た
、
男
性
職
員
の
取
得
可
能

者
は
12
名
中
８
名
で
、
育
児
休
業

取
得
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
　
役
場
で
の
取
り
組
み
や
対
策

は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
及
び
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ

き
、
出
産
、
育
児
、
介
護
の
両
立

や
仕
事
と
生
活
の
調
和
、
い
わ
ゆ

る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の

実
現
と
女
性
職
員
の
活
躍
推
進
を

図
る
べ
く
特
定
事
業
主
行
動
計
画

を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
子
育
て
に
関
連

し
た
休
業
や
休
暇
制
度
の
周
知
や

取
得
を
促
し
、
職
場
環
境
や
職
員

の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
職
場
全

体
で
雰
囲
気
づ
く
り
を
醸
成
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
離
職
に
関
し
て
は
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
の
理

由
で
退
職
し
た
職
員
は
い
な
い
。

　
　
議
員
の
思
い
は
、
こ
の
度
の

育
児
介
護
休
業
法
改
正
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
出
産
育
児
等
に
よ

り
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
、
希
望

に
応
じ
て
男
女
と
も
に
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
る
社
会
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
も
の
。

　
町
は
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
、
施
策
に
取
り
組
み
、
実
施

状
況
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
・
周
知
し
て
い
る
。

　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
制
度
の

運
用
は
未
だ
低
水
準
で
あ
り
、
引

き
続
き
職
場
環
境
整
備
を
進
め
、

町
内
事
業
所
の
模
範
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

の

▲県から発熱外来の指定を受け
　ている『おいらせ病院』

答

答

答

答

問

問

問

問

答

答

答

答

問

問

問

問

合　計

その他

小型定置網

ほっき貝

年度
品名 Ｈ30 Ｒ3 減少率

297,570kg 220,113kg ▲ 26.0%
8,250万円 5,801万円 ▲ 29.7%

475,371kg 226,655kg ▲ 52.3%
26,836万円 8,657万円 ▲ 67.7%

20,935kg 30,877kg 47.5%
1,544万円 1,330万円 ▲ 13.8%

793,876kg 477,645kg ▲ 39.8%
36,630万円 15,788万円 ▲ 56.9%



　
　
国
の
方
針
に
沿
い
、
５
歳
以

上
の
希
望
す
る
接
種
対
象
者
に
対

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
確
保

し
て
い
く
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問
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馬　場　正　治 議員
ば ば まさ はる

　通 学 路 の 安 全 対 策 は ？

　
　
国
で
は
、
本
年
４
月
17
日
ま

で
に
副
反
応
の
疑
い
で
『
死
亡
』

と
報
告
さ
れ
た
事
例
は
１
６
９
０

件
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
接
種
と

の
因
果
関
係
が
あ
る
と
結
論
付
け

ら
れ
た
事
例
は
な
い
。

　
安
全
性
に
重
大
な
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
民
に
対

し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨
し
て

い
る
。
こ
れ
は
強
制
で
は
な
く
、

本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
町
は
、
今
後
も
国
の
方
針
に
沿

い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
問
う

問
　
昨
年
の
一
般
質
問
で
、
教

育
長
は
「
日
没
後
に
下
校
す
る

児
童・生
徒
の
服
装
に
つ
い
て
、

自
動
車
の
運
転
者
が
認
識
し
や

す
い
方
法
が
な
い
か
を
校
長
会

等
で
協
議
し
て
い
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
木
ノ
下
中
学
校
の
生
徒
会
及

び
教
職
員
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

「
反
射
材
付
き
タ
ス
キ
」
を
購
入

し
て
生
徒
に
貸
出
し
、
日
没
が
早

い
冬
期
間
の
着
用
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
他
の
学
校
に
お
い
て
も

同
様
の
対
応
が
可
能
か
協
議
す

る
。

児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故

防
止
対
策
は

問
　
昨
年
の
一
般
質
問
で
、
教

育
長
は「
各
学
校
長
に
対
し
て
、

国
の
通
達
に
基
づ
い
た
通
学
路

に
指
定
す
べ
き
道
路
の
調
査
と

報
告
を
指
示
し
て
お
り
、
新
年

度
か
ら
公
式
に
指
定
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
路
線

と
町
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

　
　
学
校
指
定
通
学
路
は
、
各
学

校
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
の
道
路
状

況
を
確
認
の
上
、
各
学
校
で
指
定

し
、
保
護
者
等
に
周
知
す
る
。

　
７
月
の
町
通
学
路
安
全
推
進
協

議
会
に
報
告
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
町
内
を
走
行
す
る
自
動
車

ド
ラ
イ
バ
ー
や
地
区
の
住
民
等

に「
通
学
路
を
走
行
し
て
い
る
」

こ
と
を
認
識
さ
せ
る
方
法
は
。

　
　
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

周
知
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
通
学
路
の
安
全
走
行
上
、
効

果
的
か
を
調

査・検
討
し
、

で
き
る
だ
け

早
く
対
策
を

講
じ
た
い
。

問
　
間
木
堤
護
岸
周
回
道
路
が

劣
化
し
、
車
い
す
等
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
が
、
下
田
公
園
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
併
せ
て

整
備
補
修
す
る
考
え
は
。

　
　
今
回
整
備
す
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
整

備
す
る
も
の
。間
木
堤
の
道
路
は
、

た
め
池
の
管
理
用
道
路
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
県
の
改
修
時

期
と
合
わ
せ
て
実
施
し
た
方
が
、

効
率
が
良
い
。

問
　
公
共
施
設
は
町
民
の
「
生

き
が
い
の
場
」で
も
あ
り
、「
心

と
体
の
健
康
保
持
」
す
る
機
能

も
あ
る
。
今
後
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
と
し
て
、
一
律
に
県
と
同
様

の
取
り
扱
い
と
せ
ず
、
町
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
、
町
独
自
の

利
用
制
限
と
す
る
考
え
は
。

ま
ん
延
防
止
期
間
の

町
独
自
の
公
共
施
設
利
用
は

　
　
町
に
は
専
門
家
会
議
は
な
く

独
自
に
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
県
の
対
処
方
針
に
準
じ
て
い

る
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
は
広
域

的
な
取
り
組
み
が
有
効
な
た
め
、

今
後
も
県
に
準
じ
る
。

　
　
公
約
で
浸
水
区
域
に
あ
る
本

庁
舎
と
分
庁
舎
を
高
台
に
移
転
す

る
「
統
合
庁
舎
建
設
事
業
」
に
着

手
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
担
当
課
に

指
示
し
た
。

問
　
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限

と
残
高
は
。

　
　
事
業
完
了
は
令
和
12
年
ま

で
。
残
高
は
現
時
点
で
約
31
億
９

千
万
円
。
ま
た
、
年
度
末
の
公
共

施
設
整
備
基
金
は
10
億
３
千
万
円

で
、
う
ち
庁
舎
整
備
に
使
え
る
額

は
８
億
６
千
万
円
。

問
　
町
道
の
穴
に
よ
り
車
の
タ

イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
損
害
賠
償

請
求
が
あ
っ
た
が
、
道
路
整
備

事
業
を
強
化
す
る
考
え
は
。

　
　
町
職
員
、
町
内
の
郵
便
局
か

ら
道
路
損
傷
箇
所
の
情
報
提
供
を

い
た
だ
き
、
順
次
補
修
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
の
町
道
維
持
修
繕

及
び
整
備
工
事
費
は
１
億
３
千
万

円
の
予
算
で
道
路
整
備
を
行
う
。

問
　
町
営
霊
園
か
ら
豊
原
地
区

区
間
の
カ
ー
ブ
で
日
没
後
や
冬

期
間
の
降
雪
時
に
事
故
が
起
き

て
い
る
た
め
、
視
線
誘
導
灯
を

増
設
す
る
考
え
は
。

　
　
30
ｍ
間
隔
で
視
線
誘
導
灯
を

設
置
済
。
増
設
を
含
め
、
効
果
的

な
事
故
防
止
策
を
検
討
す
る
。

問
　
今
日
、
乗
り
た
い
場
合
は

何
時
ま
で
予
約
す
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
予
約
状
況
等
に
も
よ
る
が
午

後
５
時
30
分
ま
で
に
予
約
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

財
政
調
整
基
金
の
活
用
は

問
　
お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
計

画
を
具
体
化
さ
せ
る
考
え
は
。

　
　
病
院
と
統
合
庁
舎
を
一
体
的

に
進
め
た
い
。
当
面
は
、
病
院
の

経
営
状
況
や
課
題
を
整
理
し
、
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
、
必
要
な

規
模
や
診
療
・
病
床
機
能
、
役
割

等
を
確
認
し
て
い
く
。

問
　
統
合
庁
舎
の
建
設
計
画
を

具
体
化
す
る
考
え
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
お
い
ら
バ
ス
」の
運
行
状
況
は

問
　
利
用
実
績
と
課
題
は
。

　
　
計
画
で
は
１
日
平
均
68
・
５

人
を
見
込
ん
で
い
た
が
４
月
と
５

月
の
２
か
月
平
均
で
35
・
１
人
と

な
っ
て
い
る
。

【
課
題
】

①
予
約
電
話
が
繋
が
り
に
く
い
。

②
乗
り
降
り
す
る
場
所
が
明
確
で

　
な
け
れ
ば
予
約
が
難
し
い
。

【
要
望
】

①
町
外
ま
で
運
行
し
て
欲
し
い
。

②
料
金
を
安
く
し
て
欲
し
い
。

　
な
お
、
容
易
に
解
決
で
き
る
も

の
は
都
度
、対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
　
バ
ス
４
台
中
、
な
ぜ
土
・

日
・
祝
日
は
３
台
の
み
運
行
し

て
い
る
の
か
。

　
　
先
行
事
例
で
は
、
利
用
者
の

多
く
は
通
院
時
に
利
用
し
、
休
日

の
利
用
者
は
減
少
。積
算
の
結
果
、

３
台
の
バ
ス
で
も
対
応
可
能
で
、

コ
ス
ト
削
減
に
も
繋
が
る
た
め
。

問
　
昇
降
時
の
段
差
解
消
用
の

自
動
ス
テ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て

い
な
い
車
両
で
は
、
運
転
手
が

踏
み
台
を
出
し
て
対
応
し
て
い

る
が
、
安
全
上
問
題
で
は
な
い

か
。

　
　
乗
客
や
運
転
手
の
安
全
確
保

と
、
冬
期
間
は
足
元
が
滑
り
や
す

く
道
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、
運
行

事
業
者
と
協
議
し
、
安
全
対
策
を

講
じ
た
い
。

問
　
国
は
厚
労
省
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
者
数
を
公
表
し
て
お
り
、

大
半
の
ケ
ー
ス
は
「
接
種
と
死

亡
と
の
因
果
関
係
は
不
明
」
と

し
て
い
る
が
、
町
は
今
後
も
国

の
方
針
に
沿
っ
て
町
民
に
接
種

を
推
奨
す
る
の
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
疑
問
を
唱
え
る
学
者

や
医
師
が
多
数
お
り
、
３
月
16

日
の
デ
ー
リ
ー
東
北
の
紙
面
に

「
意
見
広
告
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

未
成
年
者
や
幼
児
、
妊
婦
等
に

対
し
て
も
、
町
は
今
後
も
接
種

を
推
奨
す
る
の
か
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
ど
の

よ
う
な
声
が
聞
か
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
町
民
か
ら
多
く
聞
か
れ
た
症

状
は
、注
射
部
位
の
痛
み
、発
熱
、

倦
怠
感
、
頭
痛
、
筋
肉
や
関
節
の

痛
み
な
ど
で
、
大
部
分
は
接
種
の

翌
日
を
ピ
ー
ク
に
出
現
し
、
数
日

以
内
に
回
復
し
た
方
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。

　
ま
れ
に
腕
の
痛
み
や
蕁
麻
疹
の

よ
う
な
湿
疹
、
し
び
れ
感
な
ど
が

あ
り
、
回
復
に
時
間
を
要
し
た
方

も
い
た
が
、
当
町
で
は
、
現
在
ま

で
重
篤
な
副
反
応
の
症
状
が
あ
っ

た
と
の
報
告
は
な
い
。

け
ん
た
い
か
ん

じ
ん
ま
し
ん

　町の新しい公共交通
「おいらバス」の運行状況と課題は　

▲令和４年度から導入した町民の足
愛称『おいらバス』

つ
な

つ
な

答答

答 答

答

答答 答

問問問

問答 問

問答 問問答問

問 問

答答

答

答

答 答

問問

問

問問

問



　
　
国
の
方
針
に
沿
い
、
５
歳
以

上
の
希
望
す
る
接
種
対
象
者
に
対

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
確
保

し
て
い
く
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問
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楢　山　　　忠 議員
なら やま ただし

▲国道338号線　甲洋小学校前の状況

馬　場　正　治 議員
ば ば まさ はる

　通 学 路 の 安 全 対 策 は ？

　
　
国
で
は
、
本
年
４
月
17
日
ま

で
に
副
反
応
の
疑
い
で
『
死
亡
』

と
報
告
さ
れ
た
事
例
は
１
６
９
０

件
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
接
種
と

の
因
果
関
係
が
あ
る
と
結
論
付
け

ら
れ
た
事
例
は
な
い
。

　
安
全
性
に
重
大
な
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
民
に
対

し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨
し
て

い
る
。
こ
れ
は
強
制
で
は
な
く
、

本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
町
は
、
今
後
も
国
の
方
針
に
沿

い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
問
う

問
　
昨
年
の
一
般
質
問
で
、
教

育
長
は
「
日
没
後
に
下
校
す
る

児
童・生
徒
の
服
装
に
つ
い
て
、

自
動
車
の
運
転
者
が
認
識
し
や

す
い
方
法
が
な
い
か
を
校
長
会

等
で
協
議
し
て
い
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
木
ノ
下
中
学
校
の
生
徒
会
及

び
教
職
員
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

「
反
射
材
付
き
タ
ス
キ
」
を
購
入

し
て
生
徒
に
貸
出
し
、
日
没
が
早

い
冬
期
間
の
着
用
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
他
の
学
校
に
お
い
て
も

同
様
の
対
応
が
可
能
か
協
議
す

る
。

児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故

防
止
対
策
は

問
　
昨
年
の
一
般
質
問
で
、
教

育
長
は「
各
学
校
長
に
対
し
て
、

国
の
通
達
に
基
づ
い
た
通
学
路

に
指
定
す
べ
き
道
路
の
調
査
と

報
告
を
指
示
し
て
お
り
、
新
年

度
か
ら
公
式
に
指
定
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
路
線

と
町
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

　
　
学
校
指
定
通
学
路
は
、
各
学

校
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
の
道
路
状

況
を
確
認
の
上
、
各
学
校
で
指
定

し
、
保
護
者
等
に
周
知
す
る
。

　
７
月
の
町
通
学
路
安
全
推
進
協

議
会
に
報
告
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
町
内
を
走
行
す
る
自
動
車

ド
ラ
イ
バ
ー
や
地
区
の
住
民
等

に「
通
学
路
を
走
行
し
て
い
る
」

こ
と
を
認
識
さ
せ
る
方
法
は
。

　
　
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

周
知
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
通
学
路
の
安
全
走
行
上
、
効

果
的
か
を
調

査・検
討
し
、

で
き
る
だ
け

早
く
対
策
を

講
じ
た
い
。

問
　
間
木
堤
護
岸
周
回
道
路
が

劣
化
し
、
車
い
す
等
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
が
、
下
田
公
園
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
併
せ
て

整
備
補
修
す
る
考
え
は
。

　
　
今
回
整
備
す
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
整

備
す
る
も
の
。間
木
堤
の
道
路
は
、

た
め
池
の
管
理
用
道
路
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
県
の
改
修
時

期
と
合
わ
せ
て
実
施
し
た
方
が
、

効
率
が
良
い
。

問
　
公
共
施
設
は
町
民
の
「
生

き
が
い
の
場
」で
も
あ
り
、「
心

と
体
の
健
康
保
持
」
す
る
機
能

も
あ
る
。
今
後
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
と
し
て
、
一
律
に
県
と
同
様

の
取
り
扱
い
と
せ
ず
、
町
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
、
町
独
自
の

利
用
制
限
と
す
る
考
え
は
。

ま
ん
延
防
止
期
間
の

町
独
自
の
公
共
施
設
利
用
は

　
　
町
に
は
専
門
家
会
議
は
な
く

独
自
に
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
県
の
対
処
方
針
に
準
じ
て
い

る
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
は
広
域

的
な
取
り
組
み
が
有
効
な
た
め
、

今
後
も
県
に
準
じ
る
。

　
　
公
約
で
浸
水
区
域
に
あ
る
本

庁
舎
と
分
庁
舎
を
高
台
に
移
転
す

る
「
統
合
庁
舎
建
設
事
業
」
に
着

手
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
担
当
課
に

指
示
し
た
。

問
　
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限

と
残
高
は
。

　
　
事
業
完
了
は
令
和
12
年
ま

で
。
残
高
は
現
時
点
で
約
31
億
９

千
万
円
。
ま
た
、
年
度
末
の
公
共

施
設
整
備
基
金
は
10
億
３
千
万
円

で
、
う
ち
庁
舎
整
備
に
使
え
る
額

は
８
億
６
千
万
円
。

問
　
町
道
の
穴
に
よ
り
車
の
タ

イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
損
害
賠
償

請
求
が
あ
っ
た
が
、
道
路
整
備

事
業
を
強
化
す
る
考
え
は
。

　
　
町
職
員
、
町
内
の
郵
便
局
か

ら
道
路
損
傷
箇
所
の
情
報
提
供
を

い
た
だ
き
、
順
次
補
修
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
の
町
道
維
持
修
繕

及
び
整
備
工
事
費
は
１
億
３
千
万

円
の
予
算
で
道
路
整
備
を
行
う
。

問
　
町
営
霊
園
か
ら
豊
原
地
区

区
間
の
カ
ー
ブ
で
日
没
後
や
冬

期
間
の
降
雪
時
に
事
故
が
起
き

て
い
る
た
め
、
視
線
誘
導
灯
を

増
設
す
る
考
え
は
。

　
　
30
ｍ
間
隔
で
視
線
誘
導
灯
を

設
置
済
。
増
設
を
含
め
、
効
果
的

な
事
故
防
止
策
を
検
討
す
る
。

問
　
今
日
、
乗
り
た
い
場
合
は

何
時
ま
で
予
約
す
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
予
約
状
況
等
に
も
よ
る
が
午

後
５
時
30
分
ま
で
に
予
約
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

財
政
調
整
基
金
の
活
用
は

問
　
お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
計

画
を
具
体
化
さ
せ
る
考
え
は
。

　
　
病
院
と
統
合
庁
舎
を
一
体
的

に
進
め
た
い
。
当
面
は
、
病
院
の

経
営
状
況
や
課
題
を
整
理
し
、
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
、
必
要
な

規
模
や
診
療
・
病
床
機
能
、
役
割

等
を
確
認
し
て
い
く
。

問
　
統
合
庁
舎
の
建
設
計
画
を

具
体
化
す
る
考
え
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
お
い
ら
バ
ス
」の
運
行
状
況
は

問
　
利
用
実
績
と
課
題
は
。

　
　
計
画
で
は
１
日
平
均
68
・
５

人
を
見
込
ん
で
い
た
が
４
月
と
５

月
の
２
か
月
平
均
で
35
・
１
人
と

な
っ
て
い
る
。

【
課
題
】

①
予
約
電
話
が
繋
が
り
に
く
い
。

②
乗
り
降
り
す
る
場
所
が
明
確
で

　
な
け
れ
ば
予
約
が
難
し
い
。

【
要
望
】

①
町
外
ま
で
運
行
し
て
欲
し
い
。

②
料
金
を
安
く
し
て
欲
し
い
。

　
な
お
、
容
易
に
解
決
で
き
る
も

の
は
都
度
、対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
　
バ
ス
４
台
中
、
な
ぜ
土
・

日
・
祝
日
は
３
台
の
み
運
行
し

て
い
る
の
か
。

　
　
先
行
事
例
で
は
、
利
用
者
の

多
く
は
通
院
時
に
利
用
し
、
休
日

の
利
用
者
は
減
少
。積
算
の
結
果
、

３
台
の
バ
ス
で
も
対
応
可
能
で
、

コ
ス
ト
削
減
に
も
繋
が
る
た
め
。

問
　
昇
降
時
の
段
差
解
消
用
の

自
動
ス
テ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て

い
な
い
車
両
で
は
、
運
転
手
が

踏
み
台
を
出
し
て
対
応
し
て
い

る
が
、
安
全
上
問
題
で
は
な
い

か
。

　
　
乗
客
や
運
転
手
の
安
全
確
保

と
、
冬
期
間
は
足
元
が
滑
り
や
す

く
道
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、
運
行

事
業
者
と
協
議
し
、
安
全
対
策
を

講
じ
た
い
。

問
　
国
は
厚
労
省
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
者
数
を
公
表
し
て
お
り
、

大
半
の
ケ
ー
ス
は
「
接
種
と
死

亡
と
の
因
果
関
係
は
不
明
」
と

し
て
い
る
が
、
町
は
今
後
も
国

の
方
針
に
沿
っ
て
町
民
に
接
種

を
推
奨
す
る
の
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
疑
問
を
唱
え
る
学
者

や
医
師
が
多
数
お
り
、
３
月
16

日
の
デ
ー
リ
ー
東
北
の
紙
面
に

「
意
見
広
告
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

未
成
年
者
や
幼
児
、
妊
婦
等
に

対
し
て
も
、
町
は
今
後
も
接
種

を
推
奨
す
る
の
か
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
ど
の

よ
う
な
声
が
聞
か
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
町
民
か
ら
多
く
聞
か
れ
た
症

状
は
、注
射
部
位
の
痛
み
、発
熱
、

倦
怠
感
、
頭
痛
、
筋
肉
や
関
節
の

痛
み
な
ど
で
、
大
部
分
は
接
種
の

翌
日
を
ピ
ー
ク
に
出
現
し
、
数
日

以
内
に
回
復
し
た
方
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。

　
ま
れ
に
腕
の
痛
み
や
蕁
麻
疹
の

よ
う
な
湿
疹
、
し
び
れ
感
な
ど
が

あ
り
、
回
復
に
時
間
を
要
し
た
方

も
い
た
が
、
当
町
で
は
、
現
在
ま

で
重
篤
な
副
反
応
の
症
状
が
あ
っ

た
と
の
報
告
は
な
い
。

け
ん
た
い
か
ん

じ
ん
ま
し
ん

　町の新しい公共交通
「おいらバス」の運行状況と課題は　

▲令和４年度から導入した町民の足
愛称『おいらバス』

つ
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■６月定例会（議案審議）
■議会選出一部事務組合議会議員派遣報告
■第２回臨時会
■ここが聞きたい一般質問：４人
■議員全員協議会

「朝日を浴び咲く花」
～ いちょう公園に咲く睡蓮 ～

（写真提供：議会広報編集調査特別委員）

 
 

   

 

第2回　議員全員協議会
５月17日(火)に開催され、３件について協議しました。

今回は『下水道使用料の料金改定方針』をピックアップして掲載します。

　
梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
　
さ
て
、
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
「
町
民
（
定
期
）
バ

ス
」
に
変
わ
り
、
町
内
限
定

で
す
が
、
自
宅
か
ら
目
的
地

ま
で
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
愛
称

『
お
い
ら
バ
ス
』
が
４
月
か

ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な

方
等
、
ま
た
、
悪
天
候
時
に

バ
ス
停
で
待
つ
こ
と
が
な
く

な
り
大
変
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
近
所
さ
ん

な
ど
と
一
緒
に
お
出
か
け
す

れ
ば
２
０
０
円
お
得
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
で
免
許
証
を
返
納
す

る
時
が
来
て
も
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
安
心
し
て
、
お
い

ら
せ
町
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
『
住
ん
で
良

か
っ
た
お
い
ら
せ
町
』
を
実

現
す
べ
く
町
民
・
行
政
・
議

会
が
協
働
し
豊
か
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
広
報
委
員　
木
村　
忠
一

第３回定例会のお知らせ
令和４年９月１日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

編
集
後
記

　　６日間の会期中に３日間の休会を含むのは、
どうしてですか。

　　会期中に本会議の活動を休止して、
　　議案を熟考するための期間や各常任委員会
　　に付託された審査の期間を設けています。

Ｑ１　なぜ改定するの？
・下水道会計の公営企業として継続的に経営を行っていくため、法適用

の公営企業会計に移行することが求められたためです。
Ｑ２　現在の状況は？
・平成４年から下水道サービスを提供してきましたが、これまで一度も

料金改定を行ってきませんでした。下水道汚水処理の費用は下水道使
用料で全額負担する「受益者負担」が原則となっていますが、不足分
は一般会計で補われています。
Ｑ３　このままだと、どうなるの？
・不足分を一般会計で補うと、他の行政サービスに影響が出てきます。

また、下水道施設の老朽化が進んでおり、安定したサービスの提供が
できなくなる恐れがあります。
Ｑ４　いくら一般会計から繰り入れしているの？
・令和２年度決算で、約７億２千万円弱を下水道サービスに使っていま

す。これは、町財政規模の10.7％です。県内の負担状況は平均4.6％
となっており、町では県内平均の２倍以上を負担しています。
Ｑ５　どのくらい、値上げになるの？
　大体の目安ですが、下記のとおりとなっています。
 

　
Ｑ６　なんらかの助成はあるの？
①一般家庭：節水対策（案）
　節水型トイレの改修工事　最大で３万円まで助成。
　浴室のシャワーヘッド　　購入金額の1/2を助成（上限３千円）。
②事業者：使用料減額措置（案）
　月の使用量に応じ、段階的に減額率を設定。

※参考資料《料金表》
　汚水量に応じて、使用料を細分化
しました。

＝傍聴者の“ギモン”＝
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こころ

水を大切に
SDGs

答

問

増額分 750円 1,150円 1,650円

改定後の
１か月 1,950円 3,550円 5,250円

現在の
１か月 1,200円 2,400円 3,600円

下水道
使用料 2人10m3 3人20m3

一　般　家　庭
6人30m3

円
1,200

151m3以上
150m3まで
50m3まで
30m3まで

180円
160円
140円
120円

現　　　行
基本料金(1か月) 従量料金

使用料 汚水量 使用料
(1m3 当たり）

まで
10m3

汚水量

円
1,200

40m3まで
30m3まで
20m3まで
10m3まで

180円
50m3まで 190円
80m3まで 200円
100m3まで 210円
150m3まで 220円
200m3まで 240円
201m3以上 270円

170円
160円
150円

使用料改定予定（R5.4.1 ～）
基本料金(1か月) 従量料金

使用料 汚水量 使用料
(1m3 当たり）

まで
5m3

汚水量


